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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.1７ 
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

昨
年
、
豚
に
由
来
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世

界
的
に
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
し
、
一
時
は
ど
う

な
る
か
と
、
マ
ス
ク
、
う
が
い
、
手
洗
い
に
と
予
防
に

や
っ
き
に
な
っ
た
こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。 

幸
い
沈
静
化
し
た
が
、
今
後
共
、
異
常
気
象

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
の
影
響
で
こ
う
し
た

感
染
症
が
何
時
大
流
行
す
る
か
も
知
れ
な
い
。 

ま
た
今
、
宮
崎
県
で
牛
や
豚
の
口
蹄
疫
が
異

常
発
生
し
た
。
そ
こ
で
感
染
症
に
関
係
す
る
篠

原
地
区
の
関
わ
り
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。 

「
湖
東
伝
染
病
隔
離
病
舎
」 

今
か
ら
五
十
年
位
前
の
話
で
あ
る
。
昭
和
二

十
九
年
七
月
十
九
日
の
静
岡
新
聞
に
伝
染
病
流

行
の
季
節
を
迎
え
、
隔
離
病
舎
の
あ
ま
り
に
荒

廃
し
た
姿
を
訴
え
る
記
事
が
あ
っ
た
。
（
略
） 

そ
の
対
策
と
し
て
、
篠
原
村
、
可
美
村
、
雄

踏
町
、
舞
阪
町
、
入
野
村
、
神
久
呂
村
の
六
ヶ

町
村
に
よ
る
組
合
立
「
湖
東
伝
染
病
隔
離
病
舎
」

（
以
下
避
病
院
と
い
う
）
が
近
代
的
な
設
備
で
、

そ
の
年
の
秋
に
篠
原
村
に
建
て
ら
れ
た
。
現
在

の
市
立
篠
原
保
育
園
の
場
所
で
あ
る
。 

身
近
で
こ
の
「
避
病
院
」
で
お
世
話
に
な
っ

た
人
が
大
勢
い
る
。
例
え
ば
近
く
の
葬
式
料
理

の
白
和
え
が
当
た
り
、
集
団
赤
痢
に
な
っ
た
と

か
、
昔
は
そ
れ
が
法
定
伝
染
病
に
さ
れ
て
い
た

た
め
、
隔
離
の
た
め
即
座
に
入
院
さ
せ
ら
れ
た 

よ
う
だ
。 

そ
の
避
病
院
に
勤
め
て
お
ら
れ
た
鈴
木
史

ふ
し
と

さ
ん
の 

書
か
れ
た
『
医
療
と
福
祉
環
境
』
よ
り
中
の
様
子
が
わ

か
る
部
分
を
取
上
げ
て
み
た
。 

 
 

こ
の
避
病
院
は
十
年
間
程
度
の
歴
史 

 

避
病
院
が
篠
原
村
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
保
健
所

か
ら
「
地
元
住
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
建
設
し
た
の

だ
か
ら
、
地
元
の
人
と
は
特
に
円
満
に
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
わ
れ
た
等
、
鈴
木
夫
妻
の
大
変
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
特
に
奥
様
の
ち
ゑ
子
さ
ん
の
献

身
的
な
ご
配
慮
が
想
像
で
き
る
。
や
が
て
近
所
の
方
が
、

電
話
を
借
り
に
来
る
。
冷
た
い
水
を
も
ら
い
に
来
る
。

新
鮮
な
野
菜
や
魚
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
等
地
元
の

人
々
と
親
し
く
信
頼
さ
れ
る
施
設
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

 
患
者
は
赤
痢
が
多
か
っ
た
が
、
夏
場
に
は
疫
痢
も
出

て
、
亡
く
な
ら
れ
た
子
供
も
い
た
と
か
、
主
治
医
は
柳

本
先
生
で
多
忙
の
中
、
よ
く
往
診
に
来
て
く
れ
た
と
感

謝
の
気
持
ち
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
昭
和
三
十
四
～
五
年
頃
か
ら
、
ス
ト
マ
イ
等

の
抗
生
物
質
が
出
回
る
よ
う
に
な
っ
て
、
伝

染
病
患
者
が
一
人
も
い
な
い
日
が
続
い
た

こ
と
に
、
医
療
文
化
の
発
展
を
あ
り
が
た
い

と
感
慨
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
。 

 

篠
原
村
が
浜
松
市
に
合
併
し
て
後
数
年

で
、
隔
離
病
舎
組
合
は
解
散
し
、
避
病
院
も

解
体
さ
れ
た
よ
う
だ
。 

 
 

伝
染
病
の
歴
史 

 

伝
染
病
予
防
法
（
明
治
三
十
年
ー
平
成
十
年
廃
止
）

に
よ
り
制
定
さ
れ
て
い
た
法
定
伝
染
病
は
コ
レ
ラ
、
赤

痢
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、
種
痘
、
発
疹
チ
フ
ス
、

日
本
脳
炎
等
あ
っ
た
が
、
発
病
・
発
疹
す
れ
ば
す
ぐ
関

係
機
関
に
届
出
て
感
染
者
は
隔
離
病
棟
な
ど
に
収
容

さ
れ
た
。
現
在
で
は
感
染
症
法
（
平
成
十
一
年
）
が
制

定
さ
れ
て
以
降
、
伝
染
病
と
い
え
ば
家
畜
伝
染
病
を
指

し
、
人
の
場
合
は
感
染
症
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
社
会
に
感
染
者
が
い
る
と
伝
染
に
よ
っ
て
、

次
々
と
感
染
者
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

社
会
的
な
対
応
が
必
要
に
な
り
、
過
去
、
法
律
に
よ
り

隔
離
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
患
者
の
人
権

を
も
犯
す
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
改
め
ら
れ
て
い
っ

た
結
果
で
あ
ろ
う
。 

 

過
去
、
百
万
人
以
上
の
死
者
の
出
た
天
然
痘
や
は
し

か
、
ペ
ス
ト
、
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
等
、
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

人
か
ら
人
へ
の
感
染
症
は
恐
ろ
し
い
。
決
し
て
過
去
だ

け
の
こ
と
で
は
な
く
油
断
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

 

平成２２年度活動計画 

★ 山下孝先生講座 

① 平城遷都 1300年 

奈良の文化を築いた人々 

② インドの石窟寺院 

★本年のテーマ 

昭和時代の地域歴史を

掘り起こす 

「ふるさと資料室」改修 

★ 主な自由研究 

・七兵衛家文書より 

・篠原地区の年表新規完成 

・篠原地区の狛犬 

・浜松地方の国学 

・「寂室和尚語録」より 

★ バス旅行／小旅行 

①尾張・美濃を訪ねる等 

②地域偉人の館を訪ねる 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 
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明
治
七
年
（
六
年
説
も
あ
る
）
馬
郡
学
校
が
、
舞
坂

小
学
校
の
分
校
と
し
て
馬
郡
村
、
坪
井
村
を
学
区
と
し

て
開
校
す
る
。 

 
明
治
八
年
独
立
校
と
な
る
。 

 

明
治
十
七
年
坪
井
村
は
篠
原
村
に
合
併
す
る
。 

 

明
治
二
十
二
年
に
馬
郡
村
は
篠
原
村
に
合
併
す
る
。 

 

明
治
二
十
五
年
馬
郡
学
校
は
篠
原
学
校
の
分
校
と

な
る
。 

 

大
正
十
五
年
篠
原
小
学
校
が
篠
原
東
地
区
か
ら
現

在
地
に
移
転
建
設
に
伴
い
、
馬
郡
学
校
は
、
統
合
さ
れ

閉
校
と
な
る
。 

馬
郡
学
校
で
学
ん
だ
人
も
現
在
で
は
少
な
く
な
っ

た
。
筆
者
の
近
く
に
村
松
市
郎
さ
ん
（
大
正
元
年
生
れ
）

が
元
気
で
居
ら
れ
る
。
当
時
の
学
校
生
活
の
様
子
に
つ

い
て
伺
っ
た
。
記
憶
に
間
違
い
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い 

が
と
、
前
置
き
し
て
概
略
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。 

村
松
市
郎
さ
ん
の
話 

 

「
学
校
は
馬
郡
観
音
堂
の
裏
（
現
在
遊
園
地
）
に
木

造
平
屋
建
て
二
教
室
の
校
舎
が
有
っ
た
。
坪
井
と
馬
郡

の
一
年
生
と
二
年
生
が
通
学
し
た
。
生
徒
の
数
は
一
年

も
二
年
も
そ
れ
ぞ
れ
五
十
人
ず
つ
位
だ
っ
た
。
先
生
は

男
の
先
生
が
二
人
だ
っ
た
。
他
に
小
使
い
さ
ん
と
し
て
、

学
校
の
近
く
の
お
ば
さ
ん
が
来
て
い
た
。
先
生
は
時
折

り
着
物
に
袴
姿
の
時
が
あ
っ
た
。
学
校
と
観
音
堂
の
間

は
少
し
広
く
な
っ
て
い
て
、
体
操
は
そ
こ
で
や
り
、
休

み
時
間
も
そ
こ
で
遊
ん
だ
。
唱
歌
は
先
生
が
オ
ル
ガ
ン

を
弾
い
て
生
徒
は
大
き
な
声
で
歌
っ
た
。
机
も
腰
か
け

も
二
人
用
で
二
人
並
ん
で
勉
強
し
た
。
お
昼
休
み
に
な

る
と
、
多
く
の
者
は
家
に
食
べ
に
帰
っ
た
。
舞
阪
駅
前

な
ど
遠
い
者
は
弁
当
を
持
っ
て
き
て
い
た
。
か
す
り
の

着
物
で
入
学
時
買
っ
て
も
ら
っ
た
カ
バ
ン
を
肩
に
か

け
て
通
っ
た
」
と
市
郎
さ
ん
は
高
齢
だ
が
、
眼
も
耳
も

良
く
は
っ
き
り
し
た
口
調
で
話
し
て
く
れ
た
。
奥
さ
ん

も
元
気
で
居
ら
れ
る
。 

 

篠
原
小
学
校
沿
革
誌
よ
り 

 
 

 

学
校
ノ
設
廃
分
合
及
位
置 

明
治
七
年
十
一
月
七
日
当
篠
原
村
百
二
十
一
番
地

福
寿
庵
ナ
ル
小
寺
客
殿
ヲ
借
家
シ
僅
二
廿
余
名
ノ
生

徒
ヲ
募
集
ス
是
レ
即
チ
本
校
ノ
創
立
ナ
リ
夫
レ
ヨ
リ

生
徒
増
殖
セ
シ
ヲ
以
テ
仝
八
年
十
二
月
ニ
至
リ
当
村

長
福
寺
ニ
転
校
・
・
・
・
中
略 

仝
十
三
年
教
育
令
頒

布
ニ
就
キ
不
就
学
者
ヲ
督
責
セ
シ
カ
バ
就
学
頓
ニ
増

加
シ
加
フ
ル
ニ
仏
殿
ノ
教
場
ナ
ル
故
不
便
尠
カ
ラ
ズ

学
務
委
員
大
ニ
憂
ヒ
時
ノ
戸
長
ニ
迫
リ
新
築
ノ
件

懇
々
協
議
ニ
及
ビ
且
村
内
人
民
一
同
ニ
モ
協
議
ヲ
ナ

シ
鈴
木
琢
磨
氏
ノ
敷
地
ヲ
寄
附
セ
ラ
ル
ル
ア
リ
テ
仝

十
五
年
三
月
篠
原
村
三
千
九
百
八
十
四
番
地
ニ
新
築

校
堂
ノ
落
成
ヲ
告
ケ
タ
リ
・
・
・
・
以
下
略 

舞
坂
小
学
校
沿
革
誌
ヨ
リ 

 
 

 

学
校
ノ
設
廃
分
合
及
位
置 

明
治
六
年
六
月
浜
松
県
第
一
大
区
九
小
区
内
舞
坂

宿
仲
町
宝
珠
院
ヲ
以
テ
仮
リ
ニ
校
舎
ニ
充
テ
同
月
十

九
日
開
校
ス
尋
テ
馬
郡
村
（
坪
井
村
合
併
）
篠
原
ニ
分

校
ヲ
設
ク
（
上
等
小
学
下
等
小
学
ヲ
置
ク
） 

明
治
八
年
十
月
分
校
独
立
シ
テ
三
校
ト
ナ
ル 

 
 

 

学
校
設
置
区
域 

明
治
六
年
六
月
舞
坂
小
学
校
創
立
位
置
左
ノ
如
シ

浜
松
県
第
一
大
区
九
小
区
舞
坂
宿 

馬
郡
村 

坪
井

村 

長
十
請
新
田
村 

篠
原
村
一
宿
四
ケ
村
聨
合 

明
治
八
年
十
月
分
校
独
立
設
置
区
域
ヲ
左
ニ
変
更
ス 

 
 

舞
坂
宿 

長
十
請
新
田
村
ニ 

一
校 

 
 

馬
郡
村 

坪
井
村
ニ 

 
 

 

一
校 

 
 

篠
原
村
ニ 

 
 

 
 

 
 

 

一
校 

静
岡
県
教
育
史
及
び
篠
原
村
誌
よ
り 

明
治
四
年
廃
藩
置
県
に
よ
り
浜
松
県
誕
生
。
同
年
戸 

籍
法
（
壬
申

じ
ん
し
ん

戸
籍
）
が
制
定
さ
れ
た
。
戸
籍
の
編
成 

二
際
し
、
地
方
行
政
の
区
域
単
位
と
し
て
「
区
」
が
設

け
ら
れ
、
大
小
区
制
が
発
足
し
た
。 

仝
五
年
浜
松
県
は
三
大
区
八
十
二
小
区
に
分
け
た
。 

 
 

第
一
大
区 

浜
松
外
二
十
八
小
区 

 
 

第
二
大
区 

見
付
外
二
十
八
小
区 

 
 

第
三
大
区 

掛
川
外
二
十
六
小
区 

仝
六
年
六
月
浜
松
県
区
画
章
程
に
よ
れ
ば 

第
百
二
十
五
号 

小
学
広
普
ノ
タ
メ
今
般
別
冊
ノ
通
中
小
学
ノ
区
画

相
定
候
条
左
ノ
章
程
ニ
準
拠
シ
毎
区
一
校
ヲ
建
設
シ

テ
子
弟
男
女
ノ
別
ナ
ク
六
歳
ヨ
リ
必
ス
学
業
ニ
就
シ

メ
可
申
候
・
・
・
・
以
下
略 

 

第
一
条 

学
区
ハ
定
ム
ル
ト
離
モ
各
区
一
校
ノ
設
ハ
一
概
ニ

行
届
間
敷
候
ニ
付
差
向
左
ノ
地
所
ニ
学
校
創
立
可
致

事 

 
 

第
一
中
学
区 

 

小
学
校
廿
八
ヶ
所 

浜
松
、
早
出
、
下
堀
、
安
間
、
東
、
中
田
島
、
新
橋 

高
塚
、
舞
坂
、
新
居
、
白
須
賀
、
新
所
・
・
・
以
下
略 

 

こ
の
定
め
に
よ
り
篠
原
学
校
、
馬
郡
学
校
は
当
初
舞

坂
学
校
の
分
校
と
し
て
開
校
し
た
と
思
わ
れ
る
。 
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春
日
神
社
の
石
灯
篭
（
二
基
の
う
ち
の
西
側
）
に
、

江
戸
小
舟
町
の
遠
州
屋
傳
兵
衛
名
を
「
遠
傳
」
と
深
彫

り
し
た
台
座
が
見
ら
れ
る
。
裏
側
に
は
「
文
化
五
年
戊

辰
十
一
月
吉
日
」
と
彫
っ
て
あ
る
の
で
約
二
百
年
前
に

寄
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

坪
井
の
稲
荷
神
社
に
も
、
石
の
鳥
居
の
西
側
の
柱
に

「
文
化
十
三
年
丙
子
十
一
月
吉
日
遠
州
屋
傳
兵
衛
」
、

東
側
の
柱
に
は
「
奉
献
江
戸
小
舟
町
尼
屋
傳
次
郎
」
と

彫
ら
れ
て
い
る
。
春
日
神
社
よ
り
八
年
後
に
二
名
で
寄

進
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
如
意
寺
に

保
管
さ
れ
て
い
る
六
百
巻
の
「
大
般
若
経
」
（
文
化
三

年
に
江
戸
の
商
人
た
ち
と
地
元
や
隣
村
の
人
た
ち
に

よ
り
観
音
堂
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
）
の
中
に
も
こ
の
人

た
ち
の
名
前
が
あ
る
。 

遠
州
屋
傳
兵
衛
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と 

『
江
戸
町
人
の
研
究 

第
三
巻
（
西
田
松
之
助
）』

の
中
に
、
文
政
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
江
戸
買
物
独
案

内
』
が
あ
る
。
こ
の
「
案
内
」
に
は
商
品
名
を
「
い
ろ

は
順
」
に
並
べ
、
扱
う
店
も
並
べ
て
示
し
て
い
る
。
こ

の
中
に
「
鰹
節
塩
干
魚
問
屋
」
と
し
て
傳
兵
衛
や
傳
次

郎
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
両
名
と
も
「
濱
吉
組
」
所

属
と
な
っ
て
い
る
。 

「
濱
吉
組
」
に
つ
い
て
は
、
小
舟
町
河
岸
に
最
初
に

鰹
節
問
屋
が
出
来
た
の
は
、
寛
延
年
間
（
一
七
四
八
～

五
〇
）
成
立
の
「
小
舟
町
組
」
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
寛

政
年
間
に
「
下
り
鰹
節
問
屋
」
と
し
て
、「
濱
吉
組
」

が
独
立
し
た
と
あ
る
（
『
日
本
橋
街
並
み
商
業
史
』
白

石
孝
著
）。 

「
下
り
節
」
は
遠
州
今
切
を
境
と
し
、
志
摩
の
国
よ

り
西
方
の
製
品
を
「
濱
吉
組
」
が
荷
受
を
し
、
遠
江
、

駿
河
、
伊
豆
よ
り
東
を
「
地
廻
り
節
」
と
し
て
「
小
舟

町
組
」
が
荷
受
を
し
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
傳
兵

衛
や
傳
次
郎
は
薩
摩
、
土
佐
、
紀
州
等
の
「
下
り
節
」

を
扱
う
人
た
ち
で
あ
っ
た
。 

「
買
物
案
内
」
の
別
の
頁
に
は
、
傳
兵
衛
は
「
生
布
」

「
海
苔
」
な
ど
の
問
屋
と
し
て
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
彼
は
日
本
橋
小
舟
町
に
お
い
て
海
産
物
を
幅
広
く

扱
っ
て
い
た
商
人
と
い
え
よ
う
。 

遠
州
屋
傳
兵
衛
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
馬
郡
町
の
故

刑
部
安
四
郎
氏
が
書
い
た
『
引
佐
山
徘
徊
（
如
意
寺
と

観
音
堂
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
）
』
の
「
般
若
経
六

百
巻
」
の
項
の
中
に
、
先
祖
名
や
戒
名
を
も
と
に
詳
し

く
か
か
わ
り
を
追
求
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
傳
兵
衛
の

先
祖
は
馬
郡
村
の
出
身
者
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
傳
兵
衛
の
先
祖
が
村
を
離

れ
た
事
や
そ
の
後
の
江
戸
で
の
成
功
の
様
子
に
つ
い

て
は
、
良
く
分
か
っ
て
は
い
な
い
。 

                   

江
戸 

  

遠 

 

傳 
 

小
舟
町 

奉
献 

江
戸
小
舩
町
尼
屋
傳
次
郎 

 

文
化
十
三
丙
子
十
一
月
吉
日
遠
州
屋
傳
兵
衛 

坪井町 

稲荷神社 鳥居 

馬郡町 

春日神社 灯篭 
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お天王様 

夏の縁日といえば八阪神社のお天王様です。７月

の第一日曜日には、一家の無病を祈り、立ち並ぶ夜

店を見て回り夏の夜を楽しむのです。 

八阪神社は明治の神仏分離令までは牛頭天王社で

あったが、現在は建速須佐之男命が祀られている。

牛頭天王も建速須佐之男命も疫病を防ぎ、病気を治

す神としてあがめられて、村内は勿論、近郷の村や

町から大勢の人たちが参拝に来ている。 

神社には明治時代に役所に提出した書類が残され

ている。このなかで、「・・五穀豊登悪病の撲滅を

祈願すれば必ず霊験あり、なかんずくもっとも不思

議なるは字仲村の氏子百八拾余戸には悪疫の発病せ

しことなく、たまたま他村より悪疫に感染して戻る

といえども絶えて他に伝播せしことなき・・・」と

霊験あらたかであることを示している。また「寛政

初年（1789）頃浜松大工町に悪疫伝播し全町あげて

本神社に祈願せしに忽ち悪病撲滅したる・・・同二

年初夏本社雨覆一棟石灯籠一台の寄付あり」とも書

かれている。この灯籠の一部と思われるものが境内

に残されており、また大正９年（1920）に建てられ

た鳥居の寄付者にも浜松大工町中が見られる。 

このような記録からもこの神社が疫病撲滅の神と

して広い地域の人たちから頼られていたことが想像

できる。特に大工町の人たちは戦後まで深い繋がり

を保ってきたとのことである。 

また、馬郡町には津島様と言われる小さな社があ

り、ここも以前は牛頭天王が、現在は須佐之男命が

祀られています。７月14日夜には「祇園さん」が行

われます。各家から、ろうそくを持ってお参りする

様は、200本の燈明が揺れる夏の風物詩です。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
員 

江
間
泰
弘 

我
々
の
年
代
で
最
も
印
象
的
な
こ
と
は
、
太
平
洋
戦

争
で
あ
り
、
ま
た
戦
後
の
生
活
で
あ
る
。
こ
の
戦
後
、

即
ち
約
六
十
四
年
前
、
私
は
当
地
で
一
時
期
（
約
三
年
）

を
過
ご
し
、
舞
阪
駅
か
ら
浜
松
ま
で
列
車
通
学
を
し
た
。

こ
の
時
の
思
い
出
で
あ
る
東
海
道
線
の
今
昔
に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
。 

浜
松
市
史
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
一
年
五
月
に
は
、

浜
松
、
豊
橋
間
の
試
運
転
が
行
わ
れ
、
舞
阪
駅
と
い
う

名
称
も
同
年
十
二
月
に
は
決
め
ら
れ
て
い
る
。
翌
明
治

二
十
二
年
七
月
一
日
に
は
、
新
橋
、
神
戸
間
の
時
刻
表

ま
で
発
表
さ
れ
、
運
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
当
時
の

報
道
と
し
て
、
京
都
、
大
阪
、
東
京
へ
と
、
旅
を
楽
し

み
、
京
都
の
女
性
は
優
美
と
か
、
微
笑
ま

し
い
情
景
が
語
ら
れ
、
文
明
開
化
と
喜
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
現
在
か
ら
百
三
十
一

年
前
の
こ
と
で
あ
る
。 

そ
れ
か
ら
六
十
七
年
後
、
現
時
点
と

の
ほ
ぼ
中
間
点
で
小
生
は
前
述
の
よ
う

に
通
学
し
て
い
た
。
（
昭
和
二
十
年
頃
）
電

化
さ
れ
ず
、
Ｓ
Ｌ
の
時
代
で
あ
っ
た
。 

こ
の
Ｓ
Ｌ
は
あ
の
石
炭
の
臭
い
と
、
独
特
の
汽

笛
、
蒸
気
の
響
き
で
示
さ
れ
、
約
二
時
間
お
き
の
ダ

イ
ヤ
で
あ
っ
た
。
裏
の
畑
に
出
れ
ば
、
Ｄ
51
型
大
型

機
関
車
に
ひ
か
れ
た
長
い
貨
物
列
車
が
地
響
き
を
た

て
て
、
驀
進
し
て
い
た
。
そ
し
て
通
学
で
は
弁
天
島
駅

は
舞
阪
駅
と
近
い
た
め
、
発
車
の
際
白

い
煙
が
上
空
に
昇
り
、
汽
笛
と
共
に
も

う
す
ぐ
舞
阪
駅
に
来
る
こ
と
が
わ
か

り
、
準
備
を
急
い
だ
も
の
で
あ
る
。
こ

の
懐
か
し
い
Ｓ
Ｌ
は
現
在
で
も
人
気

が
あ
り
、
鉄
道
マ
ニ
ア
に
よ
っ
て
各
所

で
被
写
体
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

そ
れ
か
ら
六
十
四
年
後
の
現
在
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
花
博
以
来
、
舞
阪

駅
は
南
北
貫
通
の
橋
上
駅
と
な
り
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ま
で
付
い
た
近
代
的
駅
舎

と
な
っ
た
。
新
幹
線
も
並
行
し
北
側
広
場

も
整
備
さ
れ
、
十
五
分
毎
の
電
車
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。 

鉄
道
輸
送
は
、
車
社
会
到
来
で

一
時
斜
陽
化
も
云
々
さ
れ
た
が
、

地
球
環
境
へ
の
負
荷
が
自
動
車
に

比
較
し
約
１
／
９
と
小
さ
く
、
こ

こ
へ
き
て
見
直
さ
れ
て
い
る
。 
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